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研究分野： 人文学 
科研費の分科・細目：言語学・言語学 

キーワード：形式意味論、否定、英語 
 
１．研究計画の概要 
本研究の目的は、これまであまり否定と関連
づけられてこなかった現象にも着目し、その
意味解釈や相関関係を考察することにより、
否定とその関連現象の双方の意味を明らか
にすることである。取り扱う否定関連現象と
して、否定と直接的な関連を持つ否定極性表
現に加え、時に関する副詞表現や時の量化な
どの時制・相の意味論に関する現象、個体量
化表現や複数表現に関する現象、取り立てや
尺度含意に関する現象などが挙げられる。 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 時の副詞、時制・相について 
個別の現象については、Kusumoto (2009)、
Nishiyama and Jean-Pierre Koenig (2010)と 

西山(2010)が挙げられる。前者は、これまで
の文献調査を踏まえた上で時の副詞節と量
化の関係について考察し、副詞節内の個体量
化子の広域解釈を副詞節自体の移動で説明
する提案を行った。後者は、英語や日本語の
時制や相の解釈を談話表示理論の枠組みで
研究し、その意味の中核が結果状態であり、
それ以外の様々な用法は語用論的に説明さ
れるべきだと主張した。 

(2) 否定の意味について 
これまでの文献調査を行うとともに、日本語
の用例について、インフォーマント調査やネ
ットでの調査を行った。その結果をふまえ、
Kusumoto (2011)では、否定の意味について、
形式意味論を用い提案を行った。否定は「何
かが存在しないこと」ではなく、「何かが存
在しない状態があること」と主張することで、
「〜うちに」「〜間に」などの時の副詞内の
否定表現の分布を説明することに成功した。 
(3) 否定極性表現について 

タンクレディは、否定極性表現の研究に取り
組み、特にその疑問文における分布や意味解
釈を取り立ての尺度という観点で分析する
理論を提案した。これまで否定極性表現の認
可条件として、下方含意を用いた理論が支持
されて来たが、疑問文における否定極性表現
は下方含意では説明が出来ないまたは困難
な典型例であった。タンクレディはこれら過
去の理論の問題点を精査するとともに、音韻
現象が例文の文法性に関わることを指摘す
るデータの収集も行った。その結果提案され
た理論は疑問文を特例とせず、下方含意を用
いずに認可条件を一般化しようと試みるも
のである。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
個別現象に関しては、特に時制の分野では当
初の予定以上の成果が出ている。量化、否定
極性表現、否定そのものの意味は予定通りに
進展している。取り立てや尺度についてそれ
自体の研究はやや遅れ気味であるが、全体と
しては、ほぼ予定通りと言える。 
 
４．今後の研究の推進方策 
最終年度は特に個別研究を進めて来た分野
の研究成果と否定の意味（状態性）の相関関
係に重点を置く予定である。また、やや遅れ
気味の取り立てや尺度に関しては、その考え
方を否定極性表現の分布の説明に適用する
方向で研究が進んでいる。本研究の目的は、
取り立て自体を研究することではないので、
この方向で進めていく予定である。 
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